
　災害時は、家庭の電話や携帯
電話がつながりにくくなること
があります。そんな時、30秒の
メッセージを登録できるのが災
害用伝言ダイヤルです。

●メッセージの録音方法
①局番なしの171をダイヤル
②音声の指示に従い自分の電話番号を入力
③伝言を録音

●メッセージの再生方法
①局番なしの171をダイヤル
②音声の指示に従い相手の電話番号を入力
③伝言が再生される

災
害
へ
の

備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？

９
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
制
定
さ
れ
た
防

災
の
日
で
す
。
本
市
で
は
、
新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
、
降
灰

に
よ
る
土
石
流
へ
の
警
戒
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
防
災
の
日
を
機
に
、
各
家
庭
で
も
防
災
対
策
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
災
害
時
に
慌
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23‒

２
１
２
９

安
全
な
避
難
路
の
確
認

避
難
時
の
心
掛
け

正
確
な
情
報
収
集
と
自
主
避
難

避
難
時

避
難
時
のの
心
得
心
得

　

避
難
所
ま
で
の
経

路
は
あ
ら
か
じ
め
家

族
で
話
し
合
い
、
自

分
た
ち
で
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
最
新
の
気
象
情

報
や
避
難
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

で
は
、
雨
雲
レ
ー

ダ
ー
や
降
水
量
を
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
雨
の
降
り
方
や

河
川
の
水
位
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ

た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
と
き
は

動
き
や
す
い
格
好

で
、
複
数
で
の
行
動

を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　気象情報や避難勧告・指示の発令状況な
どの各種防災情報をメールでお知らせしま
す。
〈配信情報の内容〉
・避難準備情報
・避難勧告
・避難所の開設
・火災情報
・その他重要災害情報ほか

【登録方法】　
携帯電話またはパソコンから宮崎県防災・
防犯情報メールサービス
http://www.fastalarm.jp/miyazaki/にアクセ
スして、登録をしてください。
※免責事項に留意の上、登録をお願いします

避難場所
文

　

お
年
寄
り
や
子
ど

も
、
病
人
な
ど
は
早

め
の
避
難
が
必
要
で

す
。
近
所
の
人
は
避

難
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

※
浸
水
す
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
や
西

岳
・
山
田
地
区
の
降
灰
地
区
に
住
ん

で
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
、
手
助
け
が
必
要
な
人
は
市
が
避

難
の
支
援
を
行
い
ま
す

最新の気象情報をメールでお届けします！大切な人の安否確認ができます！

日時　10月14日㈮　11時～ 15時
場所　市役所西館　1階ロビー

体   験
イベント

９
月
１
日
は　
「
防
災
の
日
」

お
年
寄
り
な
ど
の
避
難
に
協
力
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新
燃
岳
噴
火
後
の

国
や
県
の
土
石
流
対
策
を

紹
介
し
ま
す

1荒川内川上流に新設した仮設導流堤
2監視カメラ（８カ所に設置）
3河川沿いに敷設した大型土のう（火山灰を有効活用）
4国土交通省と災害支援協定締結（８月３日）

国
や
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
土
石
流
対
策

　

国
や
県
は
、
荒
川
内
川
や
荒
襲
川
で

砂
防
ダ
ム
の
新
設
や
堆
積
し
た
土
砂
の

除
去
、
大
型
土
の
う
の
敷
設
な
ど
、
西

岳
地
区
と
山
田
地
区
の
土
石
流
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
雨
量
計

や
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
を
増
設
し
監
視

体
制
も
強
化
。
こ
う
し
た
観
測
機
器
か

ら
の
雨
量
情
報
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

避
難
を
呼
び
掛
け
る
際
の
重
要
な
判
断

材
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
協
定
で
迅
速
な
対
応
が
可
能
に

　

８
月
３
日
、
国
土
交
通
省
と
本
市
は

災
害
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
台

風
の
襲
来
や
新
燃
岳
の
噴
火
な
ど
で
災

害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
国
か

ら
の
職
員
の
派
遣
や
防
災
機
器
の
配
備

な
ど
の
支
援
を
直
接
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
迅
速
な
対
策

が
取
れ
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

災
害
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１

２

３

４

災害が発生して、支援体制が整うまでに約３日間かかるといわれ
ています。いざという時のために、日頃から食の備えをしっかり
行い、非常時でも対応できる知恵を身に付けておきましょう。

◎問い合わせ　健康課　☎23-2765

持ち出し品は防災袋に
　必要な品は防災袋などに入れ、いつでも持ち
出せるようにしておきましょう。食品は家族が３
日間で必要な量を準備しましょう。

買い置きした食品の有効活用
　非常時に備えて買い置きした食品の賞味期限
または消費期限は切れていませんか？
　定期的に点検して、期限が切れる前に普段の
食事で活用しましょう。

紙皿、割り箸、紙コップ、
はさみ、救急箱など
　治療薬や保険証、老
眼鏡、健康手帳なども
持って避難しましょう。
※ガスや電気、水道な
どのライフラインが止まることも考えて、
カセットコンロやポリ袋、ラップなども準
備しましょう

飲料水１人１日３ℓ、乾パン、水で戻せる加
工米、レトルト食品、缶詰（缶切り不要なタ
イプ）、カップラーメン、チョコレートなど
　この他、乳幼児用のミルクや離乳食、哺
乳瓶、高齢者向けのかゆや
とろみ調整食品など、食事
に配慮が必要な人に対し、
それぞれの状況にあった食
品を備えましょう。

食品（例）

食品以外

災害時の食食の備え

3 Miyakonojo City Public Relations 2011.9



す
。
ま
た
物
資
に
つ
い
て
は
、
１
８
６

件
の
提
供
が
あ
り
、保
存
食
や
飲
料
水
、

タ
オ
ル
な
ど
を
、
県
を
通
じ
て
被
災
地

へ
届
け
て
い
ま
す
。

◆
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

質
１
本
市
の
公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
と
、
今
後
の

増
設
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
つ
い
て

　

６
月
議
会
で
は
、
５
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
22
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
東
日
本
大
震
災
の
救
援
策
に

つ
い
て

質
１
本
市
と
し
て
の
東
日
本
大
震
災
被

災
者
へ
の
救
援
や
復
興
支
援
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
１
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で
本
市

に
避
難
し
た
人
は
、
当
初
、
宮
城
県
・

福
島
県
・
茨
城
県
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
・

東
京
都
か
ら
の
10
家
族
26
人
。
避
難
理

由
は
地
震
・
津
波
被
害
に
よ
る
避
難
、

福
島
県
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
避
難
区
域
か
ら
の
避
難
で
し
た
。

　

現
在
は
、
５
家
族
15
人
で
、
う
ち
１

家
族
３
人
は
市
民
か
ら
の
住
宅
提
供
を

受
け
、
他
の
世
帯
は
実
家
で
の
避
難
生

活
と
な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
者
に
は
、

住
宅
の
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
保
育
園

の
入
園
手
続
き
や
水
道
料
金
・
国
保
税

の
減
免
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
の
復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、
消

防
局
と
水
道
局
の
職
員
を
い
ち
早
く
被

災
地
へ
派
遣
し
た
ほ
か
、
宮
崎
県
市
長

会
を
通
じ
、
避
難
所
運
営
支
援
の
た
め
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
市
職
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
支

援
を
続
け
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。

質
２
被
災
地
へ
の
義
援
金
・
救
援
物
資

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２
６
月
８
日
現
在
で
２
、７
６
１
万

７
、１
９
３
円
の
義
援
金
が
日
本
赤
十

字
社
都
城
市
地
区
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

伺
い
た
い
。

答
１
庁
舎
南
別
館
や
一
部
の
学
校
を
含

め
、
17
カ
所
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
増
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
図

る
た
め
に
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
施
設

を
中
心
に
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
蓄
電
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
蓄
電
池
の
性

能
の
向
上
や
低
価
格
化
が
図
ら
れ
、
投

資
効
果
が
高
ま
れ
ば
、
導
入
を
考
え
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

質
２
本
市
の
公
共
施
設
の
中
で
地
中
熱

利
用
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
２
本
市
で
は
、「
ラ
ス
パ
高
崎
」
が
地

中
熱
を
利
用
し
て
お
り
、冷
暖
房
や
プ
ー

ル
の
保
温
、
床
暖
房
な
ど
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

平
成
23
年
第
３
回
市
議
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
29
日
ま
で
の
24
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
23
年
度
都
城
市
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
15
件
、
諮
問
４
件
、
議
員
提
出

議
案
２
件
、
請
願
１
件
、
報
告
９
件
の
合
計
31
件
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
た
結
果
、
請
願
１
件
が
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
全

て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
6
月
議
会

議
会
だ
よ
り

23年度補正予算（3件）
【一般会計】 　　　 5億4,331万1千円
22年度補正予算（2件）
【一般会計】 　　  18億5,280万9千円
【特別会計】 　　 　　　  252万2千円
※専決処分した予算の承認
条例の一部改正（4件）　
◇ 都城市消防団員等公務災害補償条例
の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　　　　　　　　  ほか３件
その他（6件）
◇工事請負契約の締結について　ほか５件
諮問（4件）
◇ 人権擁護委員候補者の推薦につき議会
の意見を求めることについて　　　４件
議員提出議案（2件）
◇地方財政の充実・強化を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　  ほか１件
請願（1件）
◇都城市歌制定に関する請願書（継続審査）
報告（9件）
◇専決処分した事件の報告について
　　　　　　　　　　　　　  ほか８件

陸前高田市内で捜索支援を行う消防局員
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質
３
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
３
現
在
、
我
が
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
の
転
換
期
に
あ
り
、
国
民
的
議
論
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
目
指
す
べ

き
方
向
が
定
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と

は
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
段
階
で
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
導
入
コ
ス
ト
が
高
く
、
市
税
を

投
じ
る
に
は
、
市
民
の
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
本
市
に
お
い
て
着
実
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
校
舎

の
改
築
事
業
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
環
境
基
本
計
画
の
中
で
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
太
陽
光
発

電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
、
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と

を
位
置
付
け
て
い
て
、
今
後
も
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
地
域
自
治
区
の
今
後
に
つ
い
て

質
１
地
域
自
治
区
廃
止
の
結
論
に
達
し

た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１
地
域
自
治
区
を
設
置
し
た
目
的

は
、
合
併
に
よ
る
急
激
な
変
化
を
避
け
、

「
住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に
く
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」「
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
地
域
住
民
の
不
安
を
解
消
、
緩
和
す

る
こ
と
で
し
た
。

　

合
併
後
の
５
年
間
で
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
段
階
的
に
調
整
を
行
っ
た

結
果
、
地
域
住
民
の
不
安
は
解
消
、
緩

和
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
た
地

域
振
興
策
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
は
、
市
全
体

と
し
て
の
一
体
性
を
醸
成
し
な
が
ら
地

域
間
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
、
地
域
自
治
区
は
、
本
年
12
月
末
で

廃
止
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

質
２
将
来
の
総
合
支
所
組
織
体
制
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
２
総
合
支
所
の
機
能
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
影
響
を

考
慮
し
、
事
務
量
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

段
階
的
に
本
庁
へ
事
務
の
集
約
を
進
め

る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
総
合
支
所
の
組
織
体
制
案

で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
５
課
体
制
と

し
、
そ
の
後
、
27
年
度
ま
で
に
３
課
体

制
に
移
行
す
る
計
画
で
す
。
課
の
統
合

に
当
た
っ
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
来
さ
な
い
よ
う
可
能
な
限
り
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
維
持
し
、
機
動
性
や
柔

軟
性
の
あ
る
効
率
的
な
組
織
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

質
１
国
保
税
の
引
き
上
げ
幅
を
抑
え
る

た
め
の
努
力
と
施
策
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
１
国
保
税
の
抑
制
に
は
、
歳
入
面
と

歳
出
面
か
ら
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
は
し
ご
受
診
や
重
複
受

診
の
抑
制
を
は
じ
め
、
特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
健
診
を
促
進
し
、
医
療
費

の
節
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保

連
合
会
が
審
査
し
た
レ
セ
プ
ト
の
二
次
点

検
を
行
い
、
適
正
な
療
養
費
給
付
に
努

め
て
い
ま

す
。
加
え

て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の

利
用
促
進

を
呼
び
掛

け
る
た
め

に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
利
用
し
た
場
合
の
差
額
通
知

の
送
付
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
徴
収

率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

質
２
人
間
ド
ッ
ク
希
望
者
が
全
員
受

診
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２
平
成
22
年
度
の
日
帰
り
人
間
ド
ッ

ク
の
定
員
は
７
０
０
人
で
し
た
が
、
受

付
終
了
後
も
約
１
０
０
人
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
た
め
、
本
年
度
は

８
０
０
人
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
締
め
切
り
後
の

問
い
合
わ
せ
が
多
い
た
め
、
平
成
24
年

度
は
費
用
負
担
な
ど
も
含
め
て
、
見
直

し
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
の
生
活
に
関
係
の
深
い
議
案

や
請
願
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
６
階

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

議
会
事
務
局 

☎
23ｰ

７
８
６
９

10000

500

10000

500

医療費の
縮減
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6職員手当の状況
区　分 都城市 国

期末・
勤勉手当

　　　　　 期末手当　  　勤勉手当
６月期　　 　1.225月　 　　0.675月
12月期　　 　1.375月　 　　0.675月
　計　　　 　2.600月　　 　1.350月
職制上の段階などによる加算措置あり

す
べ
て
本
市
と
同
額

退職手当

　　　　　　自己都合　 　　 定年
勤続20年　 23.5 月分　　30.55月分
勤続25年　 33.5 月分　　41.34月分
勤続35年　 47.5 月分　　59.28月分
最高限度　　59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置　定年前早期退職
特例措置　2～ 20％加算

扶養手当
配偶者　　　　　　　 月額13,000円
配偶者以外　 1人につき月額6,500円

住居手当 借家　　　　 　最高月額27,000円

通勤手当
交通機関利用者　 最高月額55,000円
交通用具利用者  （片道2Km以上）
　　　　　 月額2,000円～ 24,500円

3職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 328,505円 43.1歳

技能労務職 337,396円 45.8歳

4職員の初任給の状況

区　分
都城市

国
初任給 採用２年経過日

大学卒 172,200円 184,200円 本市と
同額高校卒 140,100円 148,500円

5職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒 271,833円 327,122円 365,678円

高校卒 224,885円 274,498円 331,536円

1人件費の状況（平成21年度普通会計決算）

※人件費には、職員給与のほか特別職や各種委員
会委員の報酬などが含まれています

2給与費の状況（平成23年度普通会計予算）
※給与費とは、一般職と特別職の給与のことです

市
職
員
の
給
与
・

　
　
　
定
員
状
況

市
職
員
の
給
与
・
定
員
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
や
定
数
は
、
民
間
給
与
実
態
調
査
に
基
づ
い

た
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
定
め
ら
れ
て
い
る
国
家
公
務
員
の

給
与
な
ど
に
準
じ
て
、
条
例
や
規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

給
与
に
つ
い
て
は　

　

職
員
課　

　
　

☎
23‒

２
１
１
９

定
数
に
つ
い
て
は　

　

行
政
改
革
課　

☎
23‒

７
１
６
１
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9部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【各年４月１日現在　▲は減員】
区　分 職員数 対前年

増減数 主　な　増　減　の　理　由　等平成 22 年 平成 23 年

一　

般　

行　

政　

部　

門

議　会 10 10 －

総　務 295 295 －
（増）防災体制の強化、まちづくり協議会事務
（減）国勢調査事務の終了、新公会計システム構築事務
　　 の終了

税　務 121 115 ▲  6 （減）住民税賦課事務および収納事務の見直し、家屋調
　　 査事務の減

民　生 196 185 ▲ 11
（増）母子福祉事務、生活保護事務
（減）保育業務の一部を嘱託職員などで対応、社会福祉
　　 協議会派遣職員の廃止

衛　生 137 123 ▲ 14 （減）ごみ処理業務の一部を嘱託職員で対応

農　水 132 129 ▲  3
（増）口蹄疫対策のための調査事務
（減）市有林管理事務の一部を嘱託職員で対応、農業委
　　 員会分室の廃止

商　工 28 27 ▲  1 （増）商工会議所への職員派遣
（減）中小企業庁への職員派遣を廃止、観光事務の見直し

土　木 139 137 ▲  2 （減）道路維持補修業務の一部を嘱託職員で対応

小　計 1,058 1,021 ▲ 37

特
別
行
政
・

公
営
企
業
等
会
計
部
門

教　育 143 140 ▲  3 （減）学校給食センター調理業務の一部を嘱託職員で対
　　 応、図書館窓口関係事務を民間委託

消　防 178 182 4 （増）消防体制の充実

水　道 62 62 －

下水道 33 33 －

その他 87 92 5 （増）一般会計・特別会計間の支弁費目の見直し
（減）国民健康保険事務の見直し

小　計 503 509 6

総合計 1,561 1,530 ▲ 31

（注１）　職員数は、部門別の一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、地方公務員の身分を保有する休職者や派遣
職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています

（注２）　各部門は、国の調査（地方公共団体定員管理調査）に基づく分類であり、本市行政組織上の各部局と一致するも
のではありません

本市の人事制度の概況は、「都城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、市のホームページの「市政情報」≫「人事行政・職員採用」に掲載し
ていますので、ご覧ください。

7一般行政職の級別職員数の状況
区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事・技師 62人 6.2％
２級 83人 8.4％
３級 主査 177人 17.8％
４級 副主幹・主査 364人 36.7％
５級 副課長・主幹 208人 21.0％
６級 課長 84人 8.5％
７級 部長 14人 1.4％
計 992人 100％

8特別職の給料・報酬の状況
区　分 給料・報酬 期末手当
市　長 940,000円

支給割合

６月期　1.40月分

12月期　1.55月分

　計　  2.95月分

副市長（総括担当） 755,000円
副市長（事業担当） 675,000円

区　長 600,000円
議　長 500,000円
副議長 420,000円
議　員 400,000円

※表3～8は、平成23年4月1日現在のものです。また、表4、5、7は、一般行政職の状況です

  職員の処分の状況
　平成 22 年度に休職処分された職員は 13 人で、処分理由は 12 人が病気休職、1人が起訴休職となってい
ます。懲戒処分を受けた職員総数は 8人であり、処分理由は交通法規違反、軽犯罪法違反、指導監督不十
分などとなっています。
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